
阪南市における災害廃棄物処理計画の
策定事例について

阪南市 市民部 資源対策課



阪南市の収集体制

l人口 ・・・ 53,969人

lごみ排出総量 ・・・ 17,663トン

l収集体制 ・・・ 直営収集（収集日程表に基づき家庭ごみを収集）

l作業人員 ・・・ 正職員21名、会計年度任用職員22名

l収集車両 ・・・ 3.5トン車5台、2トン車10台、軽四車5台

☆収集したごみは一部事務組合（構成市：泉南市・阪南市）である

泉南清掃事務組合清掃工場へ搬入



災害廃棄物処理計画策定に向けた壁

l 計画策定を業者へ委託する予算がない
l 自前で策定するノウハウがない
l どのように策定したら良いのかイメージがわかない

南海トラフ地震や水害での被害は？

災害廃棄物の発生量は？

仮置場の必要面積は？

どのように計算する？

計画を策定しないといけ
ないが、どう進めていけ
ばいいのだろうか・・・



平成29年度環境省近畿ブロックにおける
災害廃棄物処理計画モデル事業にエントリー

○泉南市・阪南市・泉南清掃事務組合の3者でエントリー

支援事項

① 災害廃棄物及びし尿の発生量の推計

② 災害廃棄物の処理可能量の推計

③ 仮置場の面積の推計及び仮置場の理想的な配置に係る検討

④ 災害廃棄物処理に係る技術的事項の検討

計画策定にあたり、算出することが

困難な事項を支援！

☆打合せを重ね、平成30年2月に報告書完成！



平成30年度中の計画策定に向けて

○モデル事業報告書を基礎資料とし、策定へ向け参考とした資料等

① 環境省の災害廃棄物対策指針、災害廃棄物対策情報サイト

② 国立環境研究所の災害廃棄物情報プラットフォーム

③ 他団体の災害廃棄物処理計画

④ 環境省の災害廃棄物処理セミナーや図上演習、

大阪府災害廃棄物対策研修への参加

平成30年8月末には、約8割まで完成していたが．．．



平成30年9月4日 台風21号により被災
災害ごみ対応の最前線へ
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台風による災害ごみ対応での経験
課題

l台風による災害ごみの性状、発生量を把握できなかった

l災害対策本部、職員間での連携不足

l便乗ごみ対応（市民周知の工夫）

l近隣自治体との協定はどこも被災しているため、活用できなかった

良かったこと 反省点は多々あったが・・・

l災害廃棄物処理計画策定に向けて学んだ知見を生かすことができた

（初動対応、災害ごみの分別区分、市民周知、仮置場の運営等）

l直営収集の強みを生かし、迅速に対応できた



災害廃棄物処理計画策定には見直しが必要
台風の経験を踏まえ、もう1年かけ良い計画にしよう！

計画に盛り込んだ新たな取り組み

①民間事業者と新たに協定を締結（6協定を締結）

l総合的な処理として大栄環境

l災害ごみ収集運搬として、地元の許可業者6社・委託業者1社 （その他4協定）

②市民周知手法の工夫

l令和2年度のごみ収集日程表、台風シーズン前の広報紙、HP・SNSで周知

③他の課も巻き込み全庁的に認識してもらう

l災害対応全体…危機管理課、ボランティア連携…市民福祉課、し尿…生活環境課

市民への広報…秘書広報課、 関連する災害協定…土木管理室



災害廃棄物処理計画は見直しが必要
台風の経験を踏まえ、もう1年かけ良い計画にしよう！

③第7章に平成30年9月台風21号の項目を設ける

l市内の位置図、処理フロー

l仮置場の地図、写真、運営

l経験から得られた留意点（現場職員へ災害対応についてのアンケートを実施）

→ ごみの性質や特徴、泉南市・泉南清掃事務組合との協議、補助金申請への準備等

l今後について

→ より具体的に、「事前準備」・「平時の備え」・「初動体制」について記載







阪南市災害廃棄物処理計画完成（令和2年3月）

「事前準備」「平時の備え」「初動対応」を重点項目とし完成!

→（案）として12月に完成、その後1～3月に実施したこと

l概要版の作成（50ページを4ページにまとめる）

lパブリックコメント実施

l議会へ報告 最後の仕上げ！！

l職員説明会の実施

l市ホームページへ掲載






